
1

千葉港海岸環境整備事業千葉港海岸環境整備事業

港港 湾湾 課課

検見川地区

再評価事業個所図
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・箇・箇 所所 名名 検見川地区検見川地区

・事業所管課・事業所管課 港湾課港湾課

・事業主体・事業主体 千葉県千葉県

・事業化年度・事業化年度 平成平成 ４年度４年度

・工事着手年度・工事着手年度 平成平成 ４年度４年度

・工事終了年度・工事終了年度 平成２４年度平成２４年度

・再評価の理由・再評価の理由 ⑥⑥再評価実施後一定期間再評価実施後一定期間

５年が経過している事業５年が経過している事業

検見川の浜海岸利用状況

カイトボ
ーディン

グ

コアジサシ繁殖地ウインドサーフィンサーフィン

カイトボーディング（オンショアー）

浜遊び・水遊び バリア＾フリー（スロープ）

ウインドサーフィン専用ゲレンデ

サーフィン浜遊び・水遊び
コアジサシ繁殖地保護区

サイクリング・ジョギングコース

（階段・手すり）
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千葉検見川地区（海岸環境整備）事業対象施設

突堤（Ｂ）

遊歩道・安全情報伝達施設

植栽

突堤（補強） 突堤（補強）

突堤（補強） L=400m

突堤（Ｂ） 1式

護岸 L=580m

植栽 A=3,600㎡

遊歩道 A=2,500㎡

安全情報伝達施設 1式

全体事業費 39.4億円

投資済事業費 33.2億円

残事業費 6.2億円

護岸
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海岸環境整備事業における便益の算定

＜対象便益＞

①浸水防護便益

高潮による浸水から背後地の資産を守ることによる便益。

「浸水防護便益」＝高潮による被害額

① 一般資産等被害額（家屋・家庭用品・事業所資産）

② 公共土木施設被害額（橋梁・道路・公園等）

③ 公益事業等被害額（電気・ガス・水道等）

②海岸利用便益

レクリエーション等の利用維持・向上効果を発生させる便益。

「海岸利用便益」＝旅行費用法による消費者余剰

千葉検見川地区（海岸環境整備）浸水防護区域図

花見川終末処理場

防護ライン

千葉療護センター

海浜病院 千葉西高校

磯辺高校

磯辺第二小学校

磯辺第一中学校

磯辺第一小学校

磯辺第三小学校

磯辺第四小学校

磯辺第二中学校

検見川高校

真砂第一中学校

美浜区役所

真砂第五小学校

東京歯科大学

稲毛第二小学校

真砂第二中学校

真砂第一小学校

想定被害

浸水面積 約52ha

家屋数 2,080軒

事業所 520事業所

想定被害額 40.5億円/年

：浸水エリア
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海岸利用便益海岸利用便益（（旅行費用法旅行費用法））

消費者余剰の算定消費者余剰の算定

３，５８７円／人・回３，５８７円／人・回

需要の推計需要の推計

H19H19年利用者数年利用者数 ７８，４６４人７８，４６４人

利用便益の算定利用便益の算定

３，５８７円／人・回３，５８７円／人・回××78,78,４６４人／４６４人／年年

＝＝2.82.8億円億円／年／年

●総費用（Ｃ） 50億円

●総便益（Ｂ） 796億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １５．９

0 200 400 600 800

（億円）

総便益

総費用
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社会経済情勢等

■背後地には多くの住宅を抱えており、防災拠点となる公共施

設が多いこと。

■マリンスポーツや日常的に利用する近隣住民が多いこと。

■安心して海岸利用が出来るバリアフリーを目指した施設整

備が望まれていること。

■維持管理は、継続的に必要となるため、ボランティア、地域

の協力等についても検討していく必要があること
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対応方針（案）

■背後地には多くの住宅を抱えており、防災拠点となる公共施

設が多く高潮が発生した場合、災害時の防災活動に甚大な影

響を及ぼすこと。

■年間を通じて多くの県民に利用されていること。

■事業の進捗率が約８５％と高く、残事業についても平成２４

年度までに完成が見込まれること。

継 続


